
十農業改良普及センター十勝南部支所 地域係

１ 活動対象及び概要

○サンタまるしぇ（広尾町農畜産物直売グループ） 会員5名

２ 背景・ねらい

３ 活動の経過

女性農業者への活動支援

～サンタまるしぇの試み～

H29年～

毎週水曜日に経トラ市

開催機関：5～11月

H30年～

サンタ村（Ａコープ）に

販売コーナーを設置

R2年～

冷凍販売車を導入し

冷凍食品の販売を開始

「 広尾町産の野菜・畜産物を広尾町民に食べてもらいたい

農業と消費者をつなげたい！」

△気温が低く、土壌凍結が深い地域でのハウス栽培は事例が少なくむずかしい、、、

○栽培技術改善「育苗時の保温装備の見直し」、「土壌凍結を利用した害
虫防除」

△加工品・冷凍食品を充実させて冬期間も販売したいが、衛生管理が、、、

○「HACCPの考え方に基づいた衛生管理計画の樹立・実践」

いちごの栽培技術改善

R３年４月

R３年６月

R３年10月

「桃燻」栽培資料を情報提供

⇒収穫作業の省力化・収量の確保を検討

昨年の適期定植・千鳥植えにより、生育

は良好だが着果数が多く、収穫作業の負

担が増えた

着果数と１果重の関係について試験法案

を検討し、R４年産で実施予定

R２年７～８月

R３年９月

R３年11月

冬期の販売物確保のため塩蔵きゅうりを検討

⇒勉強会内容を元に、衛生管理計画を作成

広尾保健所と連携し、製造工程における食品

衛生や保存時のロット管理について情報収集

勉強会を開催し、衛生管理計画をﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ

⇒重要管理点をより強化した計画を検討

塩蔵きゅうり衛生管理計画の検討



４ 活動の成果

５ 今後の対応

・ハウス野菜の栽培技術改善については、いちごにおける課題を会員と情報共有するととも

に、今後力を入れたい品目を中心に支援を継続する。

・衛生管理計画の作成、実践については、計画の実践を支援するとともに、計画にムリが無

いか会員と確認しながら計画の見直しを行う。

○いちごの栽培技術改善・販売数量の向上

○栽培技術改善効果を会員内で共有

○次年度は試験ほを設置

・適期定植を励行することで、越冬前の花芽分化・生育を確保

・千鳥植えにより根の凍害が減り、越冬後の株・生育を確保

・いちご販売数量：139％、販売額：110％（R2年度比）

・ハウス巡回を行い、栽培技術改善事例として

他会員に紹介

・収穫作業の省力化・収量確保のため、

着果数と１果重に着目

・春先の摘果による着果数と１果重へ

の影響行う試験をについて

○会員自ら衛生管理計画を作成

・Ｒ２年に実施した勉強会内容をもとに、会員自ら

製造工程表の作成・重要管理点を設定し、衛生管

理計画案を作成した。

○広尾保健所との連携

・衛生管理計画作成を助言いただき、今後の活動にも

専門家の立場から支援いただく基礎ができた。

○販売物の安心・安全意識の向上

・勉強会では、手間を増やしてでもより確実な殺菌方法を

製造工程に導入する動きとなり、HACCPの考え方が会員の

中で定着した

一人で管理・収穫をしているから

着果数を抑えつつ収量がほしい！

丸体きゅうりの熱湯殺菌は他の殺

菌方法に比べ効果が高いね！


